Add-on Program  多言語・多文化社会論入門Ⅰ（2007年度１学期）

2007/07/3 現場の声：現場の声：在日コリアンの子どもたち 

講師：宋賢進（東京朝鮮学園東京朝鮮第二初級学校校長）  

各グループコメント


＜グループディスカッションのテーマ＞

ナディさんのように、出身はイランであるが日本で育ち、イラン系日本人であるというアイデンティティを持つ人と、日本で生まれ育ったが朝鮮人のルーツを守る人がいる。これについてどのように考えますか？

グループ名：青屋は逆さよ

· 民族教育を受けて、生徒一人一人のアイデンティティをどのようにとらえるようになるのか？日本系朝鮮人？

· 「国籍」という分類では、その人のアイデンティティがどこに属するのかは分からないということに気づいた。
· 今の在日朝鮮人の人たちは、もう昔の歴史について、一世、二世の人ほど（たぶん）重要に思ってないと思うし、日本の国籍で日本人として生活すればいいのではないか。でも、ナディさんより在日朝鮮人の人たちのほうが、民族のアイデンティティを民族のことを学ぶことで強めている気がする。
· 在日朝鮮人は、歴史的問題も色濃くあり、日本国内での差別もあるので、より自分のアイデンティティを探し求める必要性に迫られているのだと思う。
· 前回のほうは、日本の国籍を取るのが難しくて取れるものならすぐにでも取りたいと言いました。在日の方は、他の外国籍の方に比べて日本国籍を取りやすいと聞きましたが、なぜ帰化せず朝鮮籍（韓国籍）にこだわっているのか知りたい。
· 「在日朝鮮人」としてひとまとめにするのはまずいのでは？（３～５世なら自分を日本人と考える人もコリアンと考える人もいると思う。）
· （あまり現実的な意見ではないかもしれないけど）外見よりも中身、アイデンティティを抱いている人種を大切にしてほしいと思う。ナディさんであれば日本人、在日の方については韓国人・朝鮮人として生きてほしい。
· 例えばイランとは違って、韓国や中国は過去に日本に占領した歴史を持っているので、単に比較はできないのではないか？と思う。
グループ名：アミーゴ

· 日本にも多数の外国籍の人々が居住している。公教育において外国籍生徒の言語や文化を紹介したり、サポートを推進すれば良いと思う。

· 少数者であっても民族的アイデンティティを保持しようとすることが自然な感性なら大切にすべきである。
· 在日コリアンの人に対して偏見を持っている人たちがいたり、日本で生活している中で韓国人としてのアイデンティティを持っていることはすごいことだと思う。
· 朝鮮人の場合、日本に植民地化された歴史や今でも続く差別を受けているので、「日本人」と名乗ることに抵抗があるのは当たり前だと思う。
· 今回と前回の違いは、前回のナディさんはイラン人であるということで特に迫害もされなかったし、イランの民族学校にも通ってなかったから、イラン人としてよりも日本人としてのアイデンティティが形成されるのは普通のことだと思う。しかし、今回の在日朝鮮人のケースは逆だから、朝鮮人としてのアイデンティティが形成されるのは当然のことだと思う。
· 色んな人がいていいと思う。でも、朝鮮人だけで固まったりしていると、また問題が出てきそう。色んな人がいていいけど、お互い知り合うことは大切だと思う。

· いいと思う。二つの民族文化・社会が、自分の中にあることで新たなアイデンティティが生まれて、これから外国人が増加する日本において日本人と外国人との架け橋になることができると思う。

· 日本に住む朝鮮人の割合は他の外国人の割合に比べて多いと思う。だから、朝鮮学校が日本の学校教育と変わらなくなるのはいいことだけど、孤立しないためにも双方の交流を深める機会が必要だと思う。
グループ名：MNSHY

· それぞれの育った場所が故郷だと思う。だから、いろんな考え方があるんだと思う。またソン氏みたいに、日本で育っても朝鮮籍を持っている人は不安定そう。早く戸籍を取り戻すことができればいいなと思った。

· 自分のアイデンティティを大切にすることも、行った先に適応することも両方大事だと思う。それは人によって様々だと思うから、その人とふれあって尊重していけたらいいと思う。
· 同じ境遇にいても「日本人」になりたい人と、自分のルーツを大切にしたい人がいるのだから個人の考え方によると思う。どちらもいていいと思うし、どちらのことも周囲は理解すべきだと思う。
· フィリピンからの労働者にしても、在日朝鮮人にしても、ずっと日本にいるのに祖国に早く帰りたいと思われるのは、それだけ日本が住みづらい国なのだと寂しく思った。ナディさんは、苦労もしたけど周りに恵まれていたから日本人になりたいと思ってくれたのかもしれない。日本が、もっと魅力的でオープンな国になるといいのに。
· 「日本にいるんだから、日本人と同じような教育を受けたい」という人も、「ルーツを守りたい」という人もどちらに対しても差別なく対応していけたらいいと思う。在日コリアンの場合は、日本、特に政府に責任があるのだから、学校に対しても積極的にサポートすべきだと思う。
· 在日朝鮮人の朝鮮人としてのアイデンティティは、尊重するべきだと思うし、教育の現場をサポートすることはいいことだと思う。アイデンティティは個人の問題なので、それぞれの環境で選択できる。
グループ名：オランウータン

· ナディさんは、自分の中で「日本人」である部分がかなり大きい。在日の人の中でもそういう風に感じている人はいると思う。どちらもデリケートで、自分たちの帰属があいまいで難しい。しかし、やはりネガティブなのは在日の人たち。

· 民族としてのアイデンティティを保つことは悪いことではない。そのために制度改正を求めるのもいいが、生活保護受給の問題などを解決しなくてはいけない。さもなければ日本社会で生きる上でしこりが残るだろう。
· 何百年前のことが今でもこんな影響を及ぼしていることに驚いた。
· 在日韓国人が、戸籍がないと日本人でもなく、韓国人でもないことになってしまうのがかわいそう。（自分のアイデンティティがはっきりしないのも）
· ルーツを大切にするのも、生まれ育った国を大切にするのも大事なこと。ただ、ルーツを大切にした場合、自分は本当にその国のことをよく理解しているのか考える必要がある。逆の場合も同じ。いくらルーツが朝鮮だからといって、朝鮮より日本のほうが良く知っていて、日本の文化のほうが合うのなら、母国とはいえないのでは？
· ルーツは海外だが、自分は日本人と考えるのも、日本にいるが自分はルーツの国のアイデンティティを重要視するのもどちらでもいいと思う。選ぶのは自分次第。ただ、自分のルーツを否定せざるを得ないような社会であってはならないと思う。
· ナディさんもまるっきり日本にアイデンティティを求めているわけでもないし、在日朝鮮人の中にも「在日」というアイデンティティを持っていたり、まるっきり「朝鮮」だったり、色々だと思う。個人の自由だと思う。
· 在日の方にもそれぞれ考え方の違いがあるだろうが、日本で暮らす中で差別は存在していると思う。とにかく今は、色々なアイデンティティを受け入れられる社会を目指すことが最重要だと感じる。
グループ名：GRUPO

· 周りに同じ国の○○系日本人がいると、自分のルーツである国への思い入れが深くなると思う。

· 社会にはそういう二重アイデンティティの人が必要である。一般の人とは違った視点から考えることができるから。
· 在日の方は、歴史的に複雑な問題を抱えており、そういったこともアイデンティティの形成に影響していると思う。逆にイランの場合、日本とあまり接点がないのでイラン系日本人としてのアイデンティティを持つのではないだろうか。
· 受けた教育によって、その人の持つアイデンティティは変わってくることが分かった。「国籍＝私は○○人」という考えではない人もいるということを多くの人が理解すべきだと思う。
· 受けた教育が違うから前回のイラン人と今回の在日朝鮮人の母国に対する思いが違う。
· 育ってきた環境や受けてきた教育によって、自分のルーツとなる国に対する思い入れが異なってくるのだと思った。ルーツとなる国のアイデンティティを保つべきかどうかの判断はつけにくいが、どちらにしても我々日本人はそのような人々を受け入れていく必要があると思う。
· 日本に永住するために日本の教育を受けたら、日本人に近いアイデンティティを持つようになるのは自然だと思う。（でも、自分のふるさとについて知ることも大切だと思う。）
· 別に自分が好きなようにすればいいと思う。個人の自由。あとは周りがその考え方を認めるだけ。やっぱり誰とどんな教育を受けるかによると思う。友達のドイツ人と日本人のハーフの子は、小５まで日本人学校（ドイツにある）に行ってて、当時は「私は日本国籍をとる！」と言っていたが、小６からドイツの学校にいきはじめてからはすっかりドイツ的＆結局ドイツ国籍をとる。自分が属すコミュニティにもよる。
グループ名：小さな声

· 自分は日本人だと考えるか、ルーツに戻りたいと考えるかは、日本に来た背景によるところが大きいのではないかと思った。

· 自分の国のアイデンティティを守るのは当たり前なことであると思う。
· その二つの立場（イラン系、朝鮮系）の違いは、歴史的違いからくるものであって一つにまとめられないと思う。
· 在日コリアンとニューカマーは、まず日本に来た理由が違うと思う。時間も違うのに、いまだに差別を続けている日本の現状に強く憤りを覚えた。
· 韓国に帰っても戸籍もないし、居場所もないのなら、日本系朝鮮人なれないのでは？朝鮮系日本人であると考える児童は最近多いのでは？
· 日本にいるのに、心身ともに望むように生きていけない外国人がいるということは、日本は外国人にとって住みにくい国なのかもしれない。もっと開かれた国になってもいいかも。
グループ名：チーム・ハロハロ

· 愛国心の国の違い。ナディさんは日本への愛国心。今日のは、母国に対する愛国心がある。共通なのは少しでも日本への愛国心があること。

· 溝の深さを改めて感じた。ナディさんの時との違い。解決策が良く分からない。
· 朝鮮国内での反日運動や政府による反日政策、また自らの意思とは異なるかによって移住させられたという歴史的背景が根底にあって、朝鮮人問題をややこしくしているのではないか。
· ナディさんとの違いは、朝鮮と日本の歴史的な問題。また、ナディさんの場合、住んでいる地域にイラン人コミュニティはなかったが、在日朝鮮人の場合は、人数も多く、朝鮮学校も存在するため民族意識が強まる。
· 日本人のなかにも、おばあちゃんくらいの人達には韓国や朝鮮の人に対する差別のようなものが残っているから、在日の人にも民族意識を強調する考えの人が多いのではないだろうか。
· 日本人になりたがっていたイラン系日本人のナディさんと日本に同化しまいとする在日の人々の違いは、歴史の違いなのではないかと思う。
· 歴史的経緯の存在が、労働者としての外国人とは異なる。責任が日本にあるようにも思うし、日本で民族性を主張するよりも、母国で暮らす方法を模索すべきだと思う。
グループ名：チーム・フラワー

· 見た目が違って中身が日本人と同じだということも、見た目が同じで中身が違うということも、どちらも辛いことはあると思うけど、日本人と接したときに前者の方が日本人にとっては受け入れやすくて、仲良くなりやすいのではないかと思った。

· 民族教育（各国からの労働者の子供たち）を支援していく一方で、在日コリアンの民族教育を抑圧していくという方針の矛盾を改善すべき。
· イラン系日本人のナディさんの場合、母国のアイデンティティがないまま育ってしまい、ナディさん（子供）と親のコミュニケーションがとれず、親が寂しい思いをしていた。在日朝鮮人の人も、親が子に自身のアイデンティティを持って欲しいという思いはあると思うから尊重すべき。
· 歴史の長さが違うせいか、在日朝鮮人は問題が踏み入っていると思った。
· どちらの場合も大変だと思う。ナディさんの場合は、見た目で日本人に偏見をもたれる。
· 日本へ来た経緯や背景は、それぞれの国や個人個人によって異なるので、私たちの持つイメージを押しつけたりすることなく、個々に重きをおいていくべきだと思う。
· 見た目とかは関係なくて、日本人として生きていこうと、自分のルーツを大切にしようと、どっちでもいいと思う。
· 自分が何人として生きていきたいかを自分の意思で決めてしまってもいいのではないか。（国籍上、それは難しいことであるが）
グループ名：CHO BIJIN

· 帰国子女という形が認められていないというのは、朝鮮学校出身の子供は韓国で進学できないのか？文科省はどうしても朝高卒業生を高卒と認めていないのだろうか？カリキュラムが日本の学校と一緒だというのに！

· 国籍は自分で選べるように、在日朝鮮人の選択の幅をもたせることが大事だと思う。

· 最近「共生」することが良いことだとは思えなくなってきた。特に外国人と共生することで自国の文化が消えていって、世界をみてもどこも同じアイデンティティになるのはつまらない。朝鮮人のアイデンティティを持ちながら、日本で全てのことを（学校のことも含めて）自由に行うなんて図々しいと思う。外国人としての日本での振舞いという限度があるはずで、それが維持されるのは良いことだと思う。
· どうしても戦後処理の問題が絡んでいる気がする。元々、（南）朝鮮出身の人々が韓国籍を取りたがっているなら、戸籍を韓国政府機関が新しく発行するのが道理ではないか。
· 朝鮮の場合、過去の対日関係なども国籍＝アイデンティティに関する個人の意識に少なからず影響しているのではないか。
· 日本人として○○系日本人として住む人は、すでに自分のアイデンティティを日本として確立されているのだと思う。日本に住む国籍が違うとか、アイデンティティが日本人とは異なる人は、両親のアイデンティティがすでに不安定だったのでは？
· 在日朝鮮人は、日本の植民地支配におかれた状況だったので、祖国に対して愛着心を持っていると思う。
· 前回と比べて日本に来た背景が違う。自分が韓国人であることに誇りをもって、伝統や歴史をつなげようとする意識が高いと思う。
グループ名：日本はまあまあ住みやすい

· 日本で生まれ育ったとしても祖国の文化を守っていくことは悪くはないが、在日朝鮮人の方の場合は、戦争などの背景もあるから特殊だと思う。

· 自分のルーツを知りたいと思うのは当然だと思う。
· 宗教が違うのと同じように文化のルーツが違ったからといって問題になることは何もない。
· 日本で子供を朝鮮学校に通わせても、やはり周りの環境は日本だから必ずしも子供たちは朝鮮人としてのアイデンティティを育てると思わない。
· 日本に永住するつもりの人が、日本の大学をストレートに受験しづらいという問題があるのに、なぜそこまでして朝鮮学校に入るのかわからないです。
· 在日３～５世位になったら、今までの国の人々だと日本人として生きていくことを選びそうなものだが、やはり戦争の影響で朝鮮の方は日本人と同化したくないのだろうか？
· 自分が何人か、どう思おうがその人の自由でいいと思う。どうせ日本人と思ったって差別されるなら、自国を大切にすればいい。
グループ名：ハーゲンダッツ

· 外国で自国の文化を守っていこうとすることは大変なこと。特に、朝鮮人に対して日本人は差別的で、排除したがる傾向があるから。ナディさんの気持ちの面では、日本人に近いのに、外見で判断される。日本は外国人に対して狭い考え方を持っている。
· 「○○系～人」というのは、例え同じ国出身の人によっても違うもの。自分を名乗る名前を日本名にするのか、今日の場合朝鮮名にするのかという問題は、実はアイデンティティを論じるうえで一番顕著なものでは？
· 在日朝鮮人の人たちにとって、朝鮮語を学べる学校は民族的アイデンティティを保つのに大事だと思う。しかし、朝鮮人学校が他の学校と同等の扱いを受けていないならば、日本の学校に行ったほうが進学、就職のときに有利なのでは？

· 児童にまで及ぶ暴言、暴動について聞いてすごく驚いた。外見や言葉の違いだけで罪のない人がそんなにも苦しまなければいけないのはおかしいと思った。

· 顔が似ているからこそ、自分たちの国を固有のものとしたがるのではなかろうか？イラン人と朝鮮人、それぞれの考え方や民族性と言ってしまえばそれだけだけど。

· ○○系日本人も在日朝鮮人も、それぞれに問題があるけれど（外見が違うこと、外見が同じこと）日本側の受入れ体制が整っていけば変わっていくのではと思う。「知ること」が大切だと思った。
· 在日コリアンは、見た目がほとんど日本人だ。それで、彼らが日本で住む中で、アイデンティティの問題のほかに日常で困ることを（具体的に）知りたい。
グループ名：Pararise

· 前回の人たちと事情が違うのは、WWⅡ中に日本が行った植民地政策によって在日朝鮮人が多いということ。つまり日本側に責任がある。

· 日本が責任を取るべき部分がある。まだ大学入試やその他の制度で改善できる所があると思う。
· 日本に対する反感もあったのではないか（終戦直後など）？ナディさんの場合とは、スタートが異なる。
· 日本政府によって多くの権利（渡航の自由、教育を受ける権利）が制限されている点。永住権があるのに。
· 拉致問題等で朝鮮人のイメージを悪くするような報道が過熱したことも問題。
· 朝鮮学校は、朝鮮総連、つまり北朝鮮の公的機関からのみ資金援助を受けているのか。韓国の公的機関からも援助を受けているか。
· 一つの事件で対応を変えるのはずるい。
· 「知る」と「知らない」の大きな違いを思い知らされた気がする。「母国が分断される」とはどういうことなのか。
· 今後、朝鮮学校の民族教育の目的を具体的に教えて欲しい。例えば、「すべての学生が朝鮮半島に帰りたいと思う」とか。
· 民族教育は個人の問題では？強制するのはありなのか？
グループ名：YY&6ers

· 朝鮮学校に通う子供たちは、朝鮮語や朝鮮の文化を学ぶことについてどう考えているのだろう？同考えるようになっていくのだろう？

· 日本語しか話せない子供が朝鮮学校に入ることは、朝鮮人としてのアイデンティティを外から押し付けられていることにはならないのか。
· 自分のルーツを守っていこうと思うのは自然なことだと思うけど、日本と朝鮮の間でどうしたらうまく生活できるのかという解決法はあるのか。
· ルーツを守りたいという人たちの気持ちをきちんと日本政府は受け入れて欲しい。
· それぞれが持つアイデンティティを否定することはできない。多様な人たちの存在を認めていける社会が必要。
· 日本では差別的に見られるし、朝鮮に帰っても十分に朝鮮語ができないなどの問題でとけこめず、在日朝鮮人のアイデンティティを確立するのが難しい。
· 母国と日本どちらのアイデンティティを大事にするかは、個人の権利であるから、その選択ができるような環境が整えられるべきだと思った。「仕方ない」という状況はいけないと思う。
